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第 6編 外部データをチャートに取り込む方法

マルチチャートは、証券会社などが提供するデータ以外でも、CSV 形式、もしくは、テキ

スト形式のデータなら、株式、先物などの様々な市場のデータをチャートに取り込むこと

が可能です。様々な市場の過去データを読み込み、チャート表示できることで、各市場間

の関係、すなわち、株式、先物、為替の市場にどういう関係があるのか、それとも関係な

どないのか等、様々な検証を行うことが可能になります。

■例 1：トヨタ自動車株の 1 分足の外部データを表示する例

①トヨタ自動車のデータは下記のような CSV 形式のデータを用意しました。当然、テキス

ト形式のデータでも構いません。

②上図①のデータは、1 行目に Date、Time、Open、High、Low、Close、Volume の順番

に記載されています。当該 1 行目の表示は、下記のように削除しなくても構いません。た

だし、読み込むデータ内には、日本語が入っている場合は読み込めませんので、ご留意下

さい。
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③1 行目が Date、Time、Open、High、Low、Close、Volume ではなく、日本語で、日付、

時間、始値、高値、安値、終値、出来高、と記載されている場合、マルチチャートではデ

ータを取り込めません。そのため、前頁では 1 行目を削除しております。Volume 欄は無く

てもデータは読み込めますので、問題ありません（同様に、FX のようにデータに Volume

表示が無くても問題ありません）。

※留意点************************************************************************

データがうまく取り込めない場合、Date の箇所に問題があるケースが多いため、少し補足

をさせて頂きます。2019.09.10 のようなに「. 」ドット区切りはデータを取り込むことが

できません。2019/09/10 のように「/」スラッシュ区切りでないとデータを取り込むこと

ができません。

********************************************************************************

④当該データを利用して、トヨタ株の外部データをチャートに表示するまでの手順をご紹

介します。

手順① トヨタ株の CSV 形式のデータを、適当な名前を付けたフォルダ内に置きます。

ここでは、”過去データ”と名前を付けたフォルダに”7203 トヨタ”の CSV 形式のデータ

を保存します。
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手順② データ登録を行うため、データ管理を行うクォートマネジャーを起動して下さい。

手順③ クォートマネジャーを起動し、下記の通り設定を行います。File → Map ASCII…

をクリックして下さい。
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手順④ ASCII Mapping というウィンドウが起動します。Browse…をクリックして下さい。

手順⑤ 起動したウィンドウの中から、トヨタ株のデータを保存したフォルダ（フォルダ

ー名：過去データ）を選択し、OK をクリックします。
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手順⑥ 下図の通り、トヨタ株のデータが取り込まれて表示されていることを確認して下

さい。

手順⑦ Category の設定を行います。Category は登録する銘柄が属するタイプを指定しま

す。具体的には、トヨタの Category 欄を 2 回クリックし、下図のようにプルダウン画面が

表れますので、Stocks（株式）を選択して下さい。

手順⑧ Exchange（取引所）を選択して下さい。選択方法は、上記と同じように、トヨタ

の Exchange 欄を 2 回クリックし、下図のようにプルダウン画面が表れますので、TSE.JPN

（東証）を選択して下さい。
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手順⑨ Category と Exchange 欄に指定した内容が表示されていることを確認して下さい。

手順⑩ 下図の Resolution という項目を確認して下さい。｢1｣と「Minute」が表示されて

います。元々のデータの形式が表示されますので、正しく認識されているかを確認して下

さい。取り込んだトヨタのデータは、1 分足でしたので、正しく認識していることが分かり

ます。

※参考**************************************************************************

例えば、日足のデータを取り込んだ場合には、Resolution という項目には、「1」と「Day」

が表示されます。

データが正しく読み込めない場合は、n/a と表示される場合があります。n/a とは、

not/analysis（読み込めない）という意味であり、元データの形式に、何らかの問題がある

場合に表示されます。この場合は、データの取り込みが出来ないため、元データに日本語

が入ってないか、データに抜けがないか、等の再確認を行って下さい。

********************************************************************************

手順⑪ ここまでご確認頂けましたら、一番下の OK をクリックし、さらに、”You have

mapped 1 file successfully”というメッセージのウィンドウの OK をクリックして下さい。
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手順⑫ データが正しく取り込めた場合、クォートマネジャーの左のカラム（Filter）に手

順⑨Category で確認した Stocks があります。Stocks の左側の－をクリックしますと、

TSE.JPN が表示されます。TSE.JPN をクリックすると、7203 トヨタが銘柄登録されてい

るので、確認をして下さい。

手順⑬ 下図のように、7203 トヨタを選択した後に、Instrument をクリックして下さい。

手順⑭ Instrument → Edit Instrument を選択し、クリックして下さい。
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手順⑮ 7203 トヨタの Edit Symbol のウィンドウが起動します。Settings のタブをクリ

ックして、設定を行います。

手順⑯ 下図の通り、Use Custom Settings を選択します。その下の Settings Details が入

力できるようになりますので、Price Scale はトヨタの場合、小数点以下のデータ表示の設

定は不要となりますので、As is を選択して下さい。

小数点以下がない銘柄は As is を選択
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手順⑰ Min.movement は最小変動幅（呼び値）を設定します。トヨタの場合は 1 円単位

で変動するため、”1”を選択して下さい。

手順⑱ Big Point Value は取引倍率（乗数）を設定します。例えば、日経 225 先物の乗数

は”1,000”倍、TOPIX 先物の乗数は”10,000”倍などと定められています。株式の場合

は、”1”倍で設定します。

ここまでで、Settings は完了となります。
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手順⑲ Session のタブをクリックし、下図の Session Details 欄の取引時間を確認し、正

しい時間になっているか確認して下さい。もし、正しい表示になっていない場合には、設

定が必要になります（設定方法の例は、次の※留意点を参照して下さい）。

手順⑮から⑲までの設定が完了しましたら、適用をクリックした後に、OK をクリックして

下さい。

取引時間の始まる時間と終わる時間が正しいかの確認
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※留意点************************************************************************

Session Detail は、ご自身で設定することもできます。前記したとおり、取引時間が正しく

ない場合、または、自分なりのオリジナルの時間を設定したい場合など様々な理由が考え

られます。設定は以下のような手順で行います。

手順① Session タブ内の Session Source は Use Custom Sessions を選択して下さい。

選択すると、Session Details 欄が入力可能になります。
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手順② Session TiimeZone は、7203 トヨタの例では Exchange をプルダウンして選択し

ます。なお、何を選択するかは、取り込む元データに依存します。

手順③ 続いて、取引時間を入力していきます。Add をクリックすると、下図の赤囲みの

ような表示になります。

手順④ Open の欄をプルダウンして、月曜日を選択します。
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手順⑤ Time の欄をクリックして、開始時間を「09」、「00」の順に入力します。

手順⑥ Close の欄をプルダウンして、月曜日を選択します。

手順⑦ Time の欄をクリックして、終了時間を「15」、「00」の順に入力します。

手順⑧ Session End にチェックマークを入れます。



15

手順⑨ 火曜日以降は、Add をクリックしていくと、月曜日と同じ設定が入力されます。

留意点の手順①から⑨までの設定が完了しましたら、適用をクリックした後に、OK をクリ

ックして下さい。

********************************************************************************
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⑤チャートに表示する準備がすべて完了しました。マルチチャートで「7203 トヨタ」のチ

ャートを表示します。マルチチャートを起動して下さい。

⑥File → New → Chart Window をクリックします。
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⑦Format Instrument ウィンドウが起動しますので、Instrument タブを選択します。

Data Source の欄をプルダウンし、ASCII Mapping を選択して下さい。「7203 トヨタ」の

カテゴリーは Stocks（株式）となりますので、Stocks のタブをクリックします。

Stocks 欄が選択されますと、データ登録した「7203 トヨタ」が下図のように出現します。

「7203 トヨタ」を選択して下さい。
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⑧Setting タブを選択して下さい。

※各項目の設定は、第 3 編 リアルデータを含む過去数年のチャート表示の⑥を参照して

下さい。

⑨ご自身のお好きな設定を行って頂きましたら、OK をクリックして下さい。
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⑩設定した「7203 トヨタ」のチャートが表示されます。
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■例 2：日経 225 先物の 1 分足の外部データを表示する例

日経 225 先物の外部データをチャートに表示するまでの手順をご紹介します。

①例 2 では、日経 225先物のデータは下記のようなテキスト形式のデータを用意しました。

②当該データを利用して、日経 225 先物の外部データをチャートに表示するまでの手順を

ご紹介します。

手順① 日経 225 先物のテキスト形式のデータを、適当な名前を付けたフォルダ内に置き

ます。ここでは、7203 トヨタと同様に保存しました”過去データ”と名前を付けたフォル

ダに日経 225 先物のテキストデータを保存します。
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手順② データ登録を行うため、クォートマネジャーを起動して下さい。

手順③ クォートマネジャーを起動し、下記の通り設定を行います。File → Map ASCII…

をクリックして下さい。
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手順④ ASCII Mapping というウィンドウが起動します。Browse…をクリックして下さい。

手順⑤ 起動したウィンドウの中から、日経 225 先物のデータを保存したフォルダ（過去

データ）を選択し、OK をクリックします。
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手順⑥ 下図の通り、日経 225 先物のデータが取り込まれて表示されていることを確認し

て下さい。7203 トヨタは例 1 で取り込み済みです。

手順⑦ Category の設定を行います。Category は登録する銘柄が属するタイプを指定しま

す。具体的には、日経 225 先物の Category 欄を 2 回クリックし、下図のようにプルダウン

画面が表れますので、Futures（先物）を選択して下さい。

手順⑧ Exchange（取引所）を選択して下さい。選択方法は、上記と同じように、日経 225

先物の Exchange 欄を 2 回クリックし、下図のようにプルダウン画面が表れますので、

OSE.JPN（大証）を選択して下さい。

手順⑨ Category と Exchange 欄に指定した内容が表示されていることを確認して下さい。
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手順⑩ 下図の Resolution という項目を確認して下さい。｢1｣と「Minute」が表示されて

います。元々のデータの形式が表示されますので、正しく認識されているかを確認して下

さい。取り込んだ日経 225 先物のデータは、1 分足でしたので、正しく認識していることが

分かります。

手順⑪ ここまでご確認頂けましたら、一番下の OK をクリックし、さらに、”You have

mapped 2 file(s) successfully”というメッセージのウィンドウの OK をクリックして下さ

い。
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手順⑫ データが正しく取り込めた場合、クォートマネジャーの左のカラム（Filter）に手

順⑨Category で確認した Futures があります。Futures の左側の－をクリックしますと、

OSE.JPN が表示されます。OSE.JPN をクリックすると、日経 225 先物が銘柄登録されて

いるので、確認をして下さい。

手順⑬ 下図のように、日経 225先物を選択した後に、Instrumentをクリックして下さい。

手順⑭ Instrument → Edit Instrument を選択し、クリックして下さい。
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手順⑮ 日経 225 先物の Edit Symbol のウィンドウが起動します。Settings のタブをクリ

ックして、設定を行います。

手順⑯ 下図の通り、Use Custom Settings を選択します。その下の Settings Details が入

力できるようになりますので、Price Scale は日経 225 先物の場合、小数点以下のデータ表

示の設定は不要となりますので、As is を選択して下さい。

小数点以下がない銘柄は As is を選択
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手順⑰ Min.movement は最小変動幅（呼び値）を設定します。日経 225 先物の場合は 10

円単位で変動するため、”10”を入力して下さい。

手順⑱ Big Point Value は取引倍率（乗数）を設定します。日経 225 先物の乗数は”1,000”

倍と定められていますので、”1000”倍で設定します。

ここまでで、Settings は完了となります。
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手順⑲ Session のタブをクリックし、下図の Session Details 欄の取引時間を確認し、正

しい時間になっているか確認して下さい。もし、正しい表示になっていない場合には、設

定が必要になります（設定方法の例は、次の※留意点を参照して下さい）。

手順⑮から⑲までの設定が完了しましたら、適用をクリックした後に、OK をクリックして

下さい。

取引時間の始まる時間と終わる時間が正しいかの確認
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※留意点***********************************************************************

Session Detail は、ご自身で設定することもできます。上述したとおり、取引時間が正しく

ない場合、または、自分なりのオリジナルの時間を設定したい場合など様々な理由が考え

られます。上図の日経 225 先物の取引時間は、09:00 から翌日 3:00 になっています。日経

225 先物は 2016 年 7 月 19 日より、取引時間が 8:45 から翌日 5:30 に変更されました。

このように、取引時間の変更等があった際には、それがクォートマネジャーの取引時間に

反映されていないケースがあります。このような場合には、取引時間を自身で変更しなけ

ればなりません。

手順① Session タブ内の Session Source は Use Custom Sessions を選択して下さい。

選択すると、Session Details 欄が入力可能になります。
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手順② Session TiimeZone は、日経 225 先物の例では Exchange をプルダウンして選択

します。なお、何を選択するかは、取り込む元データに依存します。

手順③ 続いて、取引時間を入力していきます。Add をクリックすると、下図の赤囲みの

ような表示になります。

手順④ Open の欄をプルダウンして、月曜日を選択します。
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手順⑤ Time の欄をクリックして、開始時間を「08」、「45」の順に入力します。

手順⑥ 次に Close の欄の曜日選択になりますが、日経 225 先物の Close 時間は、デイ（日

中）セッションは 15 時 15 分になりますが、引き続きナイトセッションが 16 時 30 分から

翌日の 5 時 30 分まで行われます。このような場合は 15 時 15 分から 16 時 30 分の空白時

間は無視して、翌日の 5 時 30 分を Close 時間にすることが可能です。よって、ここでは、

Close は火曜日を選択します。

手順⑦ Time の欄をクリックして、終了時間を「5」、「30」の順に入力します。

手順⑧ Session End にチェックマークを入れます。
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手順⑨ 火曜日以降は、Add をクリックしていくと、月曜日と同じ設定が入力されます。

留意点の手順①から⑨までの設定が完了しましたら、適用をクリックした後に、OK をクリ

ックして下さい。

********************************************************************************
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⑤チャートに表示する準備がすべて完了しました。マルチチャートで「日経 225 先物」の

チャートを表示します。マルチチャートを起動して下さい。

⑥File → New → Chart Window をクリックします。
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⑦Format Instrument ウィンドウが起動しますので、Instrument タブを選択します。

Data Source の欄をプルダウンし、ASCII Mapping を選択して下さい。「日経 225 先物」

のカテゴリーは Futures（先物）となりますので、Futures のタブをクリックします。

Futures 欄が選択されますと、データ登録した「日経 225 先物」が下図のように出現しま

す。「日経 225 先物」を選択して下さい。
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⑧Setting タブを選択して下さい。

※各項目の設定は、第 3 編 リアルデータを含む過去数年のチャート表示を参照して下さ

い。

⑨ご自身のお好きな設定を行って頂きましたら、OK をクリックして下さい。
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⑩設定した「日経 225 先物」のチャートが表示されます。


